
 
 
 
 

---「百年しばた」宣言	
 ダイジェスト---	
 

【趣旨】	
 

「百年しばた」とは、市民の声を市政に反映させ、しばたの将来を共に考

える運動です。 
新発田市中心市街地活性化基本計画をより良くするための提案を行ってい

ます。企業、商店、農業漁業生産者、行政、市民の皆さんのご理解と忌憚

なき意見を頂きたくご挨拶にお伺いいたしました。 
 

【新発田の東西問題（駅の橋上化）、図書館問題こそが最重要な課題】	
 

市長の公約は、「橋上化を止める」と言う事が趣旨でありません。 
無駄な「箱物」を立てるのではなく、お金があれば「福祉」にと謳ってい

ます。「コストカット」を図り財政を健全化するという物でした。 
中心街をにぎやかにするための開発だから公約を破っていないと言います。

しかしながら「箱物」で駅前開発で中心街はにぎやかにはなりません。 
市民が求めているのは、補助金を受けるための場当たり的な図書館の建設

ではなく、しっかりとした計画に基づいた図書館の新設と駅の橋上化です。 
 

【市の基本企画によれば】	
 

駅東にはコミュニティセンターがつくられます。 
駅西には総合施設がつくられます。中には「駐車場の問題を抱える図書館」、

「観光案内所」「キッチンスタジオ」など入ります。 
行政は、この建物で賑わいが生まれ中央商店街も栄える（商店の自助努力

＝栄えないのは商店が悪い）と考えています。（先の選挙公約「箱物でな

く福祉に使う」と矛盾しないと市の考えている根拠です） 
 

私たちは箱物を建てるだけで中央商店街が繁栄する訳が無いと思います。 
人が道を歩いている時にふと見かけたお店で物を買うというのは「昭和初期までの

消費行動」です。生活者はチラシやネットで価格を調べて買いに行きます。そして

大手スーパーと棲み分けが出来ると考えます。詳しくは本論P12を御覧下さい。 
 

【私たちの提案は】（詳細は次葉以降の小論「百年しばた宣言」をお読み下さい）	
 

駅を橋上化して連絡通路で繋がる駅東の「図書館分室（新刊書の閲覧や貸

し出し機能、フリースペース：駅の待ち合が可能）」「地産地消ステーシ

ョン」「中央商店街だけでなく新発田全体の特徴ある商店を知る場所」を

作ろうと考えています。 
 
駅前の市有地は、今後新発田に進出したい企業が現れるまで、取り壊しに

コストのかからない駐輪場や駐車場などにして時を待つべきと考えます。 
もし新発田に元気が取り戻せればきっとそんな企業も現れます！ 
そもそも、県外の企業が買うと言う事であの土地を市は購入したのでは 
ないでしょうか、 
 
この二つの案のどちらが市民にとって良いものでしょうか。 
少なくとも駅が橋上化されたら毎日駅の利用者が使います。 
板山踏切の危険（商業高校の生徒が毎日危険な踏切を渡っています）も 
解消されます。 
 
市の考えている施設は何人使うでしょうか？ 
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【議会も行政も橋上化には消極的です。】	
 

もう駅の橋上化は出来ないと言われます。では、新発田では永遠に駅は	
 

橋上化は出来ないのでしょうか？50年後なら良いのでしょうか？ 
30年後ですか？5年後ですか？ 
 
なぜ橋上化が議論に上がらないかと言うのは以下の理由だと聞きます。 
◯一旦JRとの約束を反古にしたのだからペナルティが生じる 
◯先の市長選挙の影響 
◯議会が既に駅前開発の企画を承認している 
 
しかし、決して解決出来ない問題では有りません。 
橋上化によって市民の利便性ははるかに上がると思えます。 
 

【「君子豹変す」と言う言葉は良い言葉です。】	
 

君子であるならば、状況を読んで、以前の言葉にとらわれないで最高の道

を目指すべきだと言う意味です。 
選挙公約を破る事は何も問題ではありません。政治は状況に対して柔軟に対応する

べきだと思うからです。しかしながら政治は適切に市民の意見を反映させなければ

ならないと思います。無論、企業も市民ですから、その意見は重要です。その地で

市民と共に生きていかねばなりません。自立した市民が存在しなければ民主主義は

機能しません。 
政治は困難な判断の連続です。重要な事は１００年の時を考え、グランドビジョン

を持ち判断を行う事です。そして最終的な判断は市民が選挙を通じて下すのです。 
 

市長、市会議員、の皆さんは選挙で選ばれた賢人です。 
そして、その賢人達を後押しして、いくのは市民の心です。 
議会、行政と一体になり「百年しばた」を作って行くのは市民、企業、農

家、商店、ここで生きる人々、様々な団体や学校なのです。 
 
【まだ見ぬ仲間を信じて活動しています】	
 

「百年しばた」に共感された皆さん、賛同人となって下さい。 
賛同人となって頂いた方でwebにお名前が公開されたく無い方はそれを明
記して下さい。企業、個人どちらでも賛同人となることができます。 
 
用意が出来次第「百年しばた」はオンブズマン活動（最初は公式なもので

なく）を開始します。 
この運動を一過性の物としないで、政治的な思惑にとらわれないで市民が

一つにまとまれる「しかけ」になっていければいいなと思っています。 
 
我こそはとお思いの方、ご連絡下さい。一緒に語り合いましょう。 
あなたの中の「百年しばた」を教えて下さい。 
 
何か、楽しくなって来ませんか。僕はとてもワクワクしています。 
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